


















































































若
狭
湾
の
澄
ん
だ
海
と
白
い
砂
浜
、神
秘
的
に
輝
く
三
方
五
湖
、

耳
川
の
清
流
、
緑
深
い
森
林
、
ど
れ
も
が
美
浜
の
誇
る
自
然
の
景

観
で
す
。

美
浜
の
人
々
は
日
々
の
営
み
の
中
で
、自
然
に
心
を
和
ま
さ
れ
、

自
然
を
敬
い
、
自
然
を
慈
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
対
し
て
も

思
い
や
り
の
心
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
和
を
大
切
に
し
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
ハ
ー

ト
フ
ル
な
気
風
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
美
し
い
自
然
が
、
心
に
栄
養

補
給
し
、
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
お
い
し

い
自
然
。
美
浜
は
そ
の
名
の
と
お
り
〝
美う

ま

し
〟
ま
ち
で
す
。

基
幹
産
業
は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
で
、
近

年
は
観
光
業
と
の
連
携
に
よ
る
都
市
部
と
の
交
流
が
活
発
で
す
。

ま
た
、「
原
子
力
と
共
生
す
る
町
」
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
問
題
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
と
な
る
「
第
五
次
美

浜
町
総
合
振
興
計
画
（
平
成
２８
〈
２
０
１
６
〉
年
度
～
令
和
７
〈
２

０
２
５
〉
年
度
）」
に
基
づ
き
、
町
の
将
来
像
「
み
ん
な
で　

創

り　

絆つ
な

ぎ　

集
う　

美う
ま

し
美
浜
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
と
行
政

の
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
人
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
気
候
変
動
対
策
等
、

時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
お
い
て
、
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
築
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
多
く
の
町
民
の
参

画
の
も
と
、「
第
六
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
本
計
画
は
、「
ひ
と
育
み　

未
来
に
挑
む　

共
創
の
ま

ち　

～
継
承
、
進
化
す
る　

美
し
美
浜
～
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、

先
人
が
築
い
た
「
美
し
美
浜
」
の
精
神
と
誇
り
を
礎
に
未
来
へ
挑

戦
し
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
を
愛
し
自
ら
行
動
す
る
「
人
」
づ

く
り
と
、
若
者
や
女
性
が
意
欲
的
に
挑
戦
で
き
る
仕
事
と
交
流
の

「
場
」づ
く
り
、人
口
減
少
下
で
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
し

あ
わ
せ
の
基
盤
」
づ
く
り
を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
位
置
付
け
ま

し
た
。

本
計
画
に
も
と
づ
き
、
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
「
美
し
美

浜
」「
美
浜
の
未
来
」
に
向
け
、住
民
、行
政
、美
浜
を
愛
す
る
人
々

が
立
場
を
超
え
て
共
に
挑
み
、
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
優
先
施
策
の
一
つ
が
令
和
５
年
度
よ

り
本
格
的
に
始
動
し
た
、「
み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
こ
れ
は
学
び
と
挑
戦
を
育
む
「
人
づ
く
り
」、
優
し
い
回

遊
空
間
を
創
る
「
空
間
づ
く
り
」、
共
創
の
軸
線
を
貫
く
「
コ
ン

テ
ン
ツ
づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
で
、
町

の
中
心
に
美
浜
ら
し
い
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
初
年
度
よ
り
段
階
的
に
活
動
を
広
げ
て
お
り
、
令
和
７

年
度
に
は
人
づ
く
り
の
た
め
の
新
し
い
拠
点
「
美
浜
未
来
想
作
所

ま
ほ
ら
」
も
開
所
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
福
井
県
初
の
町
公
設
塾
「
放
課
後
教
室
サ
ン
」、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
「
学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｋ
ａ
ｉ
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
の
中
心
に
「
に
ぎ
わ
い
」
を
創
る
た
め
「
人
づ
く
り
」「
空

間
づ
く
り
」「
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
」。
こ
の
３
つ
の
行
動
指
針
が

連
動
し
て
生
ま
れ
る
相
乗
効
果
へ
の
期
待
を
、
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー

ド
の
「
シ
ナ
プ
ス
」
に
込
め
て
い
ま
す
。

「
サ
ン
」「
Ｋ
ａ
ｉ
」
に
よ
る
「
人
づ
く
り
」
は
、
想
像
以
上
に

成
果
を
得
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
小
・
中
学
生
を
対
象
、
次
年
度

に
は
高
校
生
を
対
象
、
最
終
的
に
は
大
学
生
・
社
会
人
へ
と
対
象

を
広
げ
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
活
動
に
波
及
効
果
を
も
た
ら

す
べ
く
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
町
民
や
町
外
の
方
々
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
か
ら
段
階
を

経
て
広
げ
た
人
づ
く
り
が
、
さ
ら
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

折
に
触
れ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
「
に
ぎ
わ
い
」
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
「
人
づ
く
り
」
で
す
。
人
と
人
が
つ
な

が
る
学
び
と
挑
戦
・
地
域
愛
を
育
む
「
み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
柱
に
教
育
の
振
興
や
地
域
活
動
の
支
援
を
通
じ
て
、

美
浜
の
明
る
い
将
来
展
望
が
開
か
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

幸せと誇りを実感できる「美
う ま

し美浜」へ
福井県美浜町長 戸嶋　秀樹
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南三陸町は宮城県の沿岸北部のリアス海岸が
織りなす志津川湾を抱き、「森・里・海」

の豊かな循環が息づく町です。国際的な環境認
証「ブルーフラッグ」を取得した海水浴場や、
ラムサール条約湿地に登録された志津川湾は、
冬には国の天然記念物に指定されているコクガ
ンも訪れる生命の宝庫。この海の恵みを凝縮し
た「南三陸キラキラ丼」は、町を代表する食の象徴です。
私たちは2011年の東日本大震災で甚大な被害を受けましたが、国

内外からの温かな支援、そしてチリ共和国とのモアイ像を通じた交
流など、多くの「絆」に支えられ歩んできました。現在は「南三陸
311メモリアル」を拠点に、震災の経験を自分事として捉える伝承
活動や教育旅行を推進しています。太古の魚竜化石が眠るロマン、
そして合格祈願の象徴「オクトパス君」など、多様な魅力が共存す
る南三陸町。復興の先にある、持続可能な未来を見据えた私たちの
挑戦を、ぜひ五感で確かめにいらしてください。

南三陸町

宮
城
県

327

█町を元気にする 
キャラクター 

「オクトパス君」

█南三陸 311 メモリアル
震災の教訓を学び未来へつなぐ。語り部ガイ
ドや対話型プログラムを提供する新しい震災
伝承の拠点

█南三陸さんさん商店街
2012 年の仮設から歩みをつなぎ、2017 年
に本設へ。笑顔とパワーあふれる「道の駅さ
んさん南三陸」の拠点施設

█神
かみ

割
わりざき

崎キャンプ場
波音が届くほど海に近く、太平洋を一望。日
の出も美しく、すぐそばには景勝地「神割崎」
が位置する

█チリ共和国から贈られた「モアイ像」
1960 年以来の絆。チリより世界初贈呈の本
物のモアイ像。魂を宿す「目」があり、町を
温かく見守る

█南三陸キラキラ丼
旬の海産物を使った復興のシンボ
ル。「春つげ」「うに」「秋旨

うま
」「冬の

みかくづくし」と四季の旬をぜいた
くに味わう人気丼

█化石のまち
世界最古級の魚竜化石「ウタツサウ
ルス」が発見された地域。いまでも
新種の化石が見つかる

█志津川湾夏まつり
南三陸の夏を彩る一大イベント。出
店やステージでにぎわい、夜空を染
める大迫力の打ち上げ花火がフィ
ナーレを飾る

█志津川湾
ラムサール条約湿地。豊かな藻場を
育む「生命の循環」が体感できる海

いのちめぐり、未来へつなぐ　いのちめぐり、未来へつなぐ　
南三陸町南三陸町




